




























を示している .平均降水量は ,6 月上旬に急




も ,7 月中旬に降水量が減少する期間があり ,
これを「雨期の中休み」と呼ぶ .
　第 2 図は ,降水量の多い森林ステップに
位置するBayanchandanim(BD)と降水量の少
ない沙漠に位置するKhanbogd (KB)の旬
降水量の季節変化である .BD の旬降水量は ,
7 月上旬に最大になり ,7 月中旬 (雨期の中
休み )には 1/3 に減少し ,8 月上旬に回復す







える .第3 図は ,中休みが起きやすい7 月中
旬について ,中休み年と非中休み年の500hPa
高度差 (中休み年 -非中休み年 )の分布図で





















第 1図 (左 ): モンゴル全域 92 地点の降水デー
タから求めた日面積雨量 (a),半旬面積雨量 (b)
と旬面積雨量 (c)の季節変化 .矢印は ,モンゴ
ルの雨期の中休みの時期を示している .
第 2 図　( 右 ): Bayanchandanima (a:BD) と
Khanbogd (b: KB)についての 10 日降水量の季節
変 化 . BD とKB の 平 均 期 間 は ,そ れ ぞ れ , 8
年と 9 年間である .
第 3 図 :7 月中旬について ,中休み年と非中休み
年の 500hPa 高度差 (中休み年 -非中休み年 )の分












　第4 図に示すように ,UB 周辺の対流活動
は11 時頃から急激に活発になり ,14 時に最
大に達して ,19-20 時には殆ど消滅するとい

















た .第5 図は ,各ケースについて ,計算領域
で積算した降水量の日変化を示している .湿
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第4 図 :2003 年と2004 年についての ,レーダー
探査範囲で積算した降水量の日変化 .対流活動は ,
5 mm/h以上と20 mm/h 以上の降水強度について
積算してある . 第5 図 : SM01 からSM07 までの領域で積算した降
水量の日変化 .
─ 48 ─
モンゴル植生変遷域ワークショップ，2007年1月，筑波大学
